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第65回 八女市成人式
雛の里八女ぼんぼりまつり・観梅会
4月は統一地方選挙が行われます
平成30年分の申告が始まります

成人おめでとう
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568人が大人の仲間入り

祝
第65回

八女市成人式
1.13

　
第
65
回
八
女
市
成
人
式
が
１
月
13
日

㈰
、
お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
５
６
８
人
。

会
場
に
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
の

新
成
人
が
集
い
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
近
況
を
報
告
し

あ
っ
た
り
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
再

会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
成
人
式
は
９
人
の
新
成
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
（
小
山
結
衣
実
行
委
員
長
）

に
よ
り
企
画
・
準
備
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
三
田
村
市
長
は
「
若
い
世

代
の
方
々
の
力
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
新
し
い
時
代
の
主
役

と
な
っ
て
、
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
小
山
実
行
委
員
長
は
、「
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ

て
迎
え
ら
れ
た
成
人
式
。
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
、
一
番
の
晴
れ
姿

と
心
か
ら
の
あ
り
が
と
う
を
伝
え
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。「
は
た
ち
の
主
張
」
で
は
、

新
成
人
を
代
表
し
て
二
人
が
想
い
を
発

表
し
ま
し
た
（
3
ペ
ー
ジ
に
紹
介
）。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
各
学
校
の
先

生
か
ら
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
懐
か
し
い
先

生
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
と
思
い
に

彩
ら
れ
た
、
心
温
ま
る
成
人
式
と
な
り

ま
し
た
。

実行委員により式は進行しました お世話になった先生方からのメッセージ 実行委員長の小山結衣さん



　
私
は
、
八
女
に
生
ま
れ
八
女
で
育
ち

ま
し
た
。
八
女
市
の
奨
学
金
を
い
た
だ

き
、
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、
地
元
の
八
女
市
で

働
く
よ
う
に
な
り
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

今
、
私
は
、
福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
通
し
て
思
う
こ

と
は
、
し
ょ
う
が
い
者
と
高
齢
者
、
健

常
者
が
分
け
隔
て
な
く
、
生
き
生
き
と

明
る
く
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会

の
実
現
に
は
一
人
一
人
が
相
手
を
思
い
や

り
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
周
り
の
人
に
手
助
け
を

求
め
、
周
り
の
人
は
快
く
手
を
差
し
伸

べ
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
自
然
な
形
で

行
わ
れ
る
そ
ん
な
社
会
が
私
の
理
想
と

す
る
社
会
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

だ
ま
だ
周
り
の
方
々
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
成
長
し
、
今
ま
で
受
け

た
恩
恵
を
こ
れ
か
ら
の
八
女
市
や
社
会

に
少
し
で
も
恩
返
し
し
て
い
け
る
よ
う
に

精
一
杯
努
力
し
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
社
会
に
守
ら
れ
家
族
や
周

り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
る
立
場
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
の
責
任
に
お
い

て
、
物
事
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
、
困
難
な
こ
と

に
ぶ
つ
か
り
不
安
に
な
っ
た
り
迷
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
も
負
け
ず
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
で
明
日
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
愛
情
を
込
め
て
育
て
て
く
れ

た
家
族
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
私
が

支
え
て
、
親
孝
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

明
る
く
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
実
現
の
た
め
に

感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
た
い

はたちの主張 新成人を代表して、2 人がはたちの決意を発表しました。

　
私
は
、
二
十
歳
を
迎
え
、
今
後
の
目

標
を
二
つ
立
て
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
は
「
自
分
自
身
の
行

動
に
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

成
人
し
た
こ
と
で
法
律
上
禁
止
さ
れ
て

い
た
喫
煙
・
飲
酒
が
自
由
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
親
の
監
督

か
ら
離
れ
、
自
分
の
決
断
で
さ
ま
ざ
ま

な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
自
由
を
得
た
反
面
、
自
分
の

起
こ
す
一つ
一つ
の
行
動
に
責
任
を
負
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
に
は
失
敗
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
失

敗
か
ら
学
び
な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
務
を
持
ち
、
自
ら
の
手
で

新
た
な
扉
を
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
二
つ
目
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
周
り
の
人

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
分
自
身
が
、

日
々
成
長
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
身
の
周
り
の
人

の
支
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。
特
に
家
族
に

は
、
と
て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
た
め
に
毎
日
遅
く
ま
で
働
い
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
。
毎
日
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ

て
く
れ
た
お
母
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
成
長

を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
育
て
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
家

族
孝
行
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
皆
さ
ん
も
今
日
ま
で
支
え
て
く
れ

た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
目
標

を
も
と
に
、
今
後
の
人
生
を
送
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

中村 萌子さん

江崎 祐輔さん
広報八女 2019.2.13
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見てくれた方々、
また今現在苦し
い想いをしている
方々、明日以降も
前を向けるだけの
力を与えられる、
そんな役者になり
たいです。

美容の専門学校に
通っています。今
年の4月から東京
の美容室に就職し
ます。多くのお客
さまを笑顔にでき
る美容師になりま
す。

保育学科のある短
期大学に通ってい
ます。4月からは、
幼稚園に就職しま
す。子どもたちと
一緒に遊び、のび
のびと成長できる
先生になりたいと
思います。

将来、英語教育の
向上に携わること
を目標に、大学で
の勉強に励んでい
ます。みんなとの
絆を大切に、これ
からも頑張ってい
きたいです。

大学では英語を専
攻し、語学を学ん
でいます。主にビジ
ネスシーンでの英語
やプレゼンの練習
等をしているので、
学んだことを生かせ
る仕事を目指してい
ます。

紫原 恒星さん 松崎 仁星さん 松崎 莉子さん 牛島 央弥さん

羽
ば
た
い
て
、
ハ
タ
チ

大坪 桃子さん



箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
22
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
、
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  　

  　
　
　
　
　
　

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
周
辺

や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目
印
に
、

桃
色
の
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⃝

期
間
＝
２
月
10
日
㈰
～
３
月
10
日
㈰　

⃝

会
場
＝
福
島
地
区
一
帯　

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
▽
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）・
▽
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お

ひ
な
さ
ま
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
後

は
、
白
壁
の
町
並
み
を
通
り
八
女
公
園
ま
で

パ
レ
ー
ド
。
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
お
雛
さ

ま
を
先
頭
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
が
お
雛
さ
ま
の
仮
装
で
行
進
し
ま
す
。

⃝

日
時
＝
２
月
10
日
㈰ 

10
時
～

⃝

会
場
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
セ
レ
モ

ニ
ー
）、
白
壁
の
町
並
み
（
パ
レ
ー
ド
）

　
お
雛
さ
ま
に
関
し
た
小
物
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
女
性
に
人

気
の
お
店
も
勢
揃
い
！

⃝

日
時
＝
２
月
10
日
㈰
11
時
～
16
時

⃝

会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
・

桜
カ
フ
ェ　

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光

案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
一
般
公
募
で
決
定
し
た
２
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
十
二
単
衣
と
束
帯
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

神
前
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。
式
後
、
フ

ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で
祝

福
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
2
月
17
日
㈰
・
3
月
3
日
㈰

⃝

時
間
＝
10
時
～　
⃝
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

　
結
婚
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
、
お
雛
さ
ま

の
仮
装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
白
壁
の
町
並

み
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
2
月
17
日
㈰
・
3
月
3
日
㈰

⃝

時
間
＝
11
時
ご
ろ
～

⃝

会
場
＝
白
壁
の
町
並
み

　
参
加
さ
れ
る
一
人
一
人
の
願
い
ご
と
を
お
雛

さ
ま
に
託
し
、
八
女
公
園
の
池
に
浮
か
べ
ま

す
。
八
女
弁
お
み
く
じ
も
好
評
で
す
。

⃝

期
日
＝
2
月
17
日
㈰
・
3
月
3
日
㈰

⃝

時
間
＝
12
時
～
14
時
30
分

⃝

会
場
＝
八
女
公
園

　
押
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
和
服

（
着
物
）
を
着
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
八
女
茶
の
接
待
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
に
よ
る
町
並
み

散
策
（
有
料
）
も
実
施
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
2
月
23
日
㈯
・
2
月
24
日
㈰ 

⃝

時
間
＝
10
時
～
16
時

⃝

受
付
場
所
＝
（
和
服
）
横
町
町
家
交
流
館

／
（
人
力
車
）
横
町
町
家
交
流
館
周
辺

※
着
物
持
ち
込
み
着
付
け
の
み
は
無
料
。
着

物
の
レ
ン
タ
ル
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
彩
る
セ
レ
モ

ニ
ー
で
女
雛
が
着
用
す
る
衣
装
を
身
に
着
け
、

み
や
び
な
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時 

＝
2
月
23
日
㈯
・
2
月
24
日
㈰
13
時

～
16
時　
⃝
会
場
＝
堺
屋

⃝

参
加
料
＝
５
０
０
円

　
役
目
を
終
え
た
お
雛
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
供
養
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
２

月
19
日
㈫
ま
で
に
申
し
込
み
の
上
、
当
日
会

場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
2
月
23
日
㈯ 

14
時
～
（
受
付
11
時

～
12
時
）
⃝
会
場
＝
福
島
八
幡
宮　

⃝
供
養

✿
見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

✿
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

✿
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

✿
お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド

✿
ひ
な
マ
ル
シ
ェ

✿
願
い
雛

✿
和
服
で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち
・

人
力
車
町
並
み
散
策

✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿
あ
な
た
も
お
雛
さ
ま
に
変
身

《
期
間
》
２
月
10
日
㈰
～
３
月
10
日
㈰

　
　

  　

10
時
～
17
時

《
会
場
》  

福
島
地
区
一
帯

オ ー プ
ニングセレ
モニー後は、
白壁の町並みを
十二単衣と束帯姿のお
雛さまを先頭にパレードします

雛
の
里・八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
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谷
川
梅
林
一
帯
は
九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
、
約
80
㌶
の
広
大
で
な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
約
３
万
本
の
白
梅
が
咲
き
誇

り
ま
す
。
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
内
で
約
3
千
本
の
竹
を
利
用
し
て
の
「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」
は
、
訪
れ
る
人
の
心
に
深
い

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

料
＝
▽
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合 

千

円
▽
置
い
て
い
く
場
合 

２
千
円
※
雛

人
形
以
外
の
人
形
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
人
形
の
み
供
養
で
き
ま
す
。
　

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に

観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
福
島
八
幡
宮
の
境
内
に
雛
人
形

を
飾
っ
て
竹
あ
か
り
を
と
も
し
、
一
夜
限
り
の

幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し
ま
す
。

⃝

日
時
＝
3
月
9
日
㈯
15
時
～
21
時
30
分

（
18
時
点
灯
開
始
）

⃝

会
場
＝
福
島
八
幡
宮

　
期
間
中
の
日
曜
日
に
、
お
雛
さ
ま
め
ぐ
り

の
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。
所
要
時
間
は
約
2

時
間
半
の
予
定
で
す
。（
各
回
先
着
20
人
）

⃝

運
行
日
＝
２
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・

3
月
3
日
㈰
・
10
日
㈰

⃝

発
車
時
刻
＝
13
時

⃝

発
車
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館　

⃝

順
路
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
～
八
女
福
島
の
町

並
み
～
八
女
人
形
会
館
な
ど

⃝

申
込・問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸
館（
☎

２
２・３
１
３
１
）

✿
宵
の
雛

　
梅
林
散
策
、
ワ
イ
ン
試
飲
販
売
、

地
元
特
産
品
・
農
産
物
販
売
な
ど

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
ス
テ
ー
ジ
）

◦
2
月
23
日
㈯

▽
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
校
書

道
部
（
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）　

12
時
～

▽
井
上
紗
矢
香
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

13
時
30
分
～

▽
み
つ
と
も
保
育
園
児
に
よ
る
お

遊
戯
・
和
太
鼓
・
歌　

14
時
～

◦
2
月
24
日
㈰

▽
童
衆
（
和
太
鼓
）　
10
時
30
分
～

▽
二
助
企
画
（
猿
ま
わ
し
）

11
時
10
分
～
・
14
時
10
分
～

▽
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｉｎ
ｇ
（
音
楽
ラ

イ
ブ
）　

12
時
～
・
13
時
40
分
～

●
3
月
2
日
㈯

▽
ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
（
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
）　
11
時
～
・
12
時
～

▽
辺
春
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
戯

･

合
唱　

13
時
～

▽
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

14
時
～

◦
3
月
3
日
㈰

▽
バ
ル
コ
ニ
ー
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

11
時
～

▽
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り　
12
時
～

▽
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 

木
下
晴
菜
・
荒

木
優
一
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）　

14
時
～

◆
竹タ

ケ

ワ

ン

Ｏ
Ｎ
Ｅ
グ
ラ
ン
プ
リ
「
竹
あ

か
り
幻
想
の
世
界
」

　

約
3
０
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う
が

幻
想
的
な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

　
来
場
者
の
投
票
で
竹
あ
か
り
の

出
来
を
ラ
ン
キ
ン
グ
。
最
優
秀
竹

あ
か
り
を
決
定
し
ま
す
。

◆
男
ノ
子
焼
特
別
展

《
日
時
》
２
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・

3
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
10
時
～
16

時
、
２
月
25
日
㈪
～
3
月
1
日
㈮

11
時
～
14
時

◆
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音
楽
会

竹
ギ
タ
ー
演
奏
（
前
田
剛
志・矢
ヶ

部
輝
明
）　

２
月
23
日
㈯
11
時
30

分
～
、
13
時
～

フ
ル
ー
ト
三
重
奏
（
藤
島
聖
子
・

井
上
佳
恵
・
深
町
ま
ど
か
）

２
月
24
日
㈰
11
時
30
分
～
、
13
時
～

三
味
線
演
奏
（
馬
場
美
雅
）

3
月
3
日
㈰
11
時
30
分
～
、
13
時
～

◆
野
点　
　

《
日
時
》
3
月
2
日
㈯
10
時
～ 

※
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

⃝

問
い
合
わ
せ　
▽
立
花
支
所
産

業
経
済
課
（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）・

▽
立
花
町
観
光
協
会
事
務
局
（
☎

３
７
・
１
０
５
５
）

谷
川
梅
林
で
の
催
し 夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

第
13
回
立
花
町
農
業
ま
つ
り

▼
期
間
＝
２
月
23
日
㈯・24
日
㈰

▼
会
場
＝
立
花
体
育
館

同時開催

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
の
催
し

（
入
場
料
4
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

■組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）実演
　２月24日㈰　10時～ 16時
■和工房 山藤花（さんとうか）
◦古布縮緬のお雛様たち〈期間中〉
◦古布縮緬を使った「お雛様」作り教室
　2月16日㈯ 13時30分～ 16時30分
　参加料3,500円（受講料・材料代込み）
　▽定員＝10人（定員になり次第締切）
　▽持参物＝裁縫道具
■手もみ実演（体験）
　福岡県八女茶手もみ技術研究会
　3月3日㈰10時～ 16時

雛人形、羽子板、五月人形制作実演 
期間中の土・日・祝／歌舞伎十八番押
絵展示 期間中 10時～／徳川家と江戸
時代の雛人形展 常設展示 10時～

八女伝統工芸館  ☎22・3131

八女人形会館  ☎24・5550

✿
ひ
な
巡
り
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

《
期
間
》

　
２
月
23
日
㈯
～
３
月
3
日
㈰

《
会
場
》  

立
花
町
谷
川
梅
林
周
辺

第30回
記念

広報八女 2019.2.17
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４月７日㈰…県知事・県議会議員一般選挙
４月21日㈰…八女市議会議員一般選挙

【福岡県議会議員一般選挙（八女市・八女郡選挙区）の立候補予定者説明会】
福岡県議会議員一般選挙の立候補予定者に対する説明会を行います。立候補を予定
されている人は、必ず出席してください。当日、立候補に必要な書類をお渡しします。
⃝日時＝ 2 月 27 日㈬ 13 時 30 分～　⃝場所＝福岡県庁 3 階講堂
※会場の都合により、出席者は１候補当り２人以内でお願いします。

期日前投票立会人の主な職務は、期日前投票手続に立ち会い、
投票が公正に行われるよう監視していただくことです。
⃝報酬額＝日額９，５００円
⃝応募資格＝選挙権を有する人（八女市内居住者に限る）
※当日のキャンセルはできません。
※応募が多数となったときは、抽選により決定することになります。
※昼食と夕食を準備します。
応募される人は、2 月28日㈭ 17 時までに、希望する会場ごとに
直接電話で申し込んでください。 

⃝選挙に関するお問い合わせ

八女市選挙管理委員会事務局
（八女市役所 総務課内）

☎２３・１１１１

今回は、福岡県議会議員一般選挙立候補予定者説明会についてお知らせします。

４月は統一地方選挙が行われます

会　場 日　　時 定　員 申込 先

八女市役所本庁 3 月 22 日㈮～ 4 月 6 日㈯のうちいずれか
の日（複数の日でも可）8 時 30 分～ 20 時

毎日 2 人
（延べ 32 人）本 庁 総 務 課 （☎２３・１１１１）

黒木支所

3 月 30 日㈯～ 4 月 6 日㈯のうちいずれ
かの日（複数の日でも可）
8 時 30 分～ 20 時

毎日 2 人
（延べ 16 人）

黒木支所総務課（☎４２・１１１１）
立花支所 立花支所総務課（☎２３・５１４２）
上陽支所 上陽支所総務課（☎５４・２２１１）
矢部支所 矢部支所総務課（☎４７・３１１１）
星野支所 星野支所総務課（☎５２・３１１２）

会　　場 日　　　時 定　員 申込先　
八女市役所本庁

4 月 15 日㈪～ 4 月 20 日㈯のうち
いずれかの日（複数の日でも可）
8 時 30 分～ 20 時

毎日 2 人
（延べ 12 人）

本 庁 総 務 課 （☎２３・１１１１）
黒木支所 黒木支所総務課（☎４２・１１１１）
立花支所 立花支所総務課（☎２３・５１４２）
上陽支所 上陽支所総務課（☎５４・２２１１）
矢部支所 矢部支所総務課（☎４７・３１１１）
星野支所 星野支所総務課（☎５２・３１１２）

▼福岡県知事・福岡県議会議員一般選挙の期日前投票立会人を募集します。

▼八女市議会議員一般選挙の期日前投票立会人を募集します。
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現
在
の
八
女
市
役
所
本
庁
舎
は
、

老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
の
不
足
も

あ
る
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
建
替
え
を

検
討
し
て
お
り
、
今
年
度
は
事
業
全

体
の
方
針
お
よ
び
事
業
実
施
の
た
め

の
指
針
を
ま
と
め
た
「
八
女
市
新
庁

舎
建
設
基
本
計
画
（
仮
称
）」
の
策

定
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
18
歳
以
上
の
八
女
市
民

３
５
０
０
人
を
対
象
と
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
、
本
庁
・
各
支

所
に
設
置
し
た
市
民
意
見
箱
、
さ
ら

に
各
種
団
体
や
専
門
家
、
公
募
委
員

で
構
成
す
る
市
民
懇
談
会
（
15
人
）

の
開
催
を
通
じ
て
ご
意
見
を
お
伺
い

し
、
八
女
市
議
会
か
ら
は
提
言
書
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
市
民
意
見
箱
の
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
市
民
懇
談
会

の
資
料
と
併
せ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
、
さ
ら
に
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、八
女
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ

き
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
等
を
行
い
、

今
年
度
中
に
「
八
女
市
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
（
仮
称
）」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

⃝

計
画
書
（
原
案
）
の
閲
覧
場
所
＝

企
画
政
策
課
お
よ
び
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内

⃝

閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
の
期
間
＝

２
月
７
日
㈭
～
28
日
㈭

⃝
意
見
の
提
出
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
計
画
書
（
原
案
）
へ
の

意
見
を
明
記
（
様
式
不
問
）
し
、
次

の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
持
参 

②
郵
送
（
〒834-8585

八
女
市
本

町
６
４
７
新
庁
舎
建
設
係
あ
て
）

③
フ
ァ
ク
ス
（
２
４・８
０
８
３
）

④
電
子
メ
ー
ル
（chosyakensetu@

city.yam
e.lg.jp

）

⃝

回
答
の
公
表
方
法
＝
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
内
容

お
よ
び
市
の
考
え
方
、
修
正
内
容
等

に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表

し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出
先
＝

企
画
政
策
課
新
庁
舎
建
設
係

（
☎
２
４・８
０
９
１
）

　
市
で
は
１
月
16
日
㈬
、
市
議

会
の
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

委
員
に
随
行
し
、
宮
崎
県
小
林

市
（
平
成
30
年
12
月
1
日
現
在

４
万
４
５
４
４
人
）
の
新
庁
舎

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
小
林
市
で
は
老
朽
化
や
耐
震
強
度
不
足
等
の
理
由
に
よ

り
、
旧
庁
舎
敷
地
内
に
本
館
（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

４
階
建
）
と
東
館
（
議
会
棟
木
造
３
階
建
）
の
分
棟
方
式

で
建
替
え
が
行
わ
れ
、
昨
年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
振
興
の
面
か
ら
、

庁
舎
に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
の
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

さ
れ
、
明
る
く
木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
心
地
よ
い
市
役
所
が

誕
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
山
鹿
市
や
飯
塚
市
、
武
雄
市
、

日
向
市
、
豊
後
高
田
市
、
国
東
市
等
の
新
庁
舎
を
視
察
し

て
い
ま
す
。
他
市
庁
舎
の
優
れ
た
点
等
も
十
分
に
参
考
に
し

な
が
ら
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
政
策
課
新
庁
舎
建
設
係
）

小
林
市
新
庁
舎
を

視
察
し
ま
し
た

八
女
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
仮
称
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

円形の議場
議会棟の木の耐力壁と廊下

【第１回】8 月17日（内容：会議趣旨、市推
進体制、市民アンケート、現庁舎の現状と
課題、新庁舎建設の必要性等について）

【新庁舎視察】9 月28日（内容：平成 29 年
２月竣工、８階建、免震構造の飯塚市新庁
舎を視察）

【第２回】10 月29 日（内容：市民アンケー
ト等の結果、新庁舎建設の基本方針、必要
機能・規模、建設候補地等について）

【第３回】11月26 日（内容：建設候補地等
について）

【第４回】12 月26日（内容：建設候補地の
比較評価、新庁舎の必要機能等について）

【第５回】１月25日（内容：土地利用・施設
配置、フロア構成、構造・設備、事業手法、
概算事業費等について）

【第６回】2 月18 日（予定）（内容：基本計
画全体案等について）

新庁舎建設市民懇談会会議等の経過

広報八女 2019.2.19
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▼上陽支所　

日程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後
2/4㈪ 上横山第１・第2 下横山第1・第2 上陽支所

１階
小会議室

9時～
16時2/5㈫ 北川内第１・久木原 北川内第2

2/6㈬ 北川内第3 北川内第4・第5

▼八女市役所本庁　
日　　程 対象地区 会場 時間
2/22㈮～ 
3/15㈮ 

（土・日は除く）

八女市
全地区

八女市役所
1階103会議室

9時～
16時30分

▼黒木支所　

日　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後

2/14㈭
笠原中央・釈形・
南笠原・下鹿子
尾・上鹿子尾・
椿原

大渕・吹原・無
田・剣持

黒木
支所
大会
議室

９時～
16時

2/15㈮ 下名・中名・上
名・鹿子生

荒谷・岳弓掛・
四条野・神露淵・
花渡

2/18㈪ 下田代・中田代・
上田代

南本分・中原・
犬山・田本・湯
辺田

2/19㈫ 西桑原・馬場 上北本分・下本
分・本分中央

2/20㈬
東上町・西上町・
中町・下町・栄
町・東今・西今

谷蓮輪・東桑原

2/21㈭
南木屋・原・山
中・北木屋・東
木屋

東・北大淵・大
淵中央・月足▼立花支所　

日　　程 対象地区 会場 時間

2/7㈭ 光友地区
立花市民
センター
イベント
ホール

９時～ 16時
2/8㈮ 辺春地区
2/12㈫ 北山地区
2/13㈬ 白木地区

▼矢部支所　
日　程 対象地区 会場 時間
1/31㈭ 矢部1区・2区・5区 矢部

公民館
９時～
16時2/1㈮ 矢部3区･4区･6区　

▼星野支所　
日　程 対象地区 会場 時間
2/4㈪  星野地区

星野支所
大集会室

９時～
16時2/5㈫  椋谷・上郷地区

2/6㈬  小野地区

所
得
税
・
市
県
民
税

平
成
30
年
分
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

下
表
の
と
お
り
、
平
成
30
年
分
の
確
定
申

告
（
市
民
税
・
県
民
税
申
告
）
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
指
定
日
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、

指
定
日
以
外
で
も
各
会
場
の
申
告
日
程
の
中

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
申
告
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
八
女
1
月
1
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
受
付
日
程
は
、
旧
町
村
の
地

区
で
振
り
分
け
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地

区
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
消
費
税
の

申
告
お
よ
び
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
、

土
地
や
株
の
譲
渡
が
あ
る
人
は
八
女
税
務
署

の
申
告
会
場
（
八
女
伝
統
工
芸
館
）
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎

２
３・１
１
１
３
）

◎
税
務
署
申
告
会
場

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
期
間
＝
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
※
土

日
は
休
み
。
期
間
中
は
、
八
女
税
務
署
で
の

申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

◦
時
間
＝
９
時
～
16
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３・５
１
９
１
）

確定申告会場（市民税・県民税申告）日程表

国税庁ホームページの「確定申
告書コーナー」では、スマートフォ
ンでも所得税の確定申告書が作
成できます。スマホで見やすい
専用画面で、e-TAX で送信すれば申告完了。確
定申告期間中は 24 時間いつでも利用できます。

 スマホでも申告できます！
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平
成
30
年
中
の
所
得
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
と
し
て
控
除
す
る
た
め

に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
平
成

30
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
控
除
証
明
書
が
昨
年
11
月
ま
た
は
今

年
２
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
確
定
申
告
の

際
に
は
、
こ
の
控
除
証

明
書
や
領
収
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
紛
失
に
よ
り
再

発
行
が
必
要
な
際
に

は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
た
は
年
金
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
再
発
行
の
手
続
き
の
際

に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
】
平
成
30
年
10
月
2

日
か
ら
平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

【
昨
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
人
】
平
成
30
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
10
月
１
日
ま
で
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
久
留
米
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
４
２・３
３・６
１
９
２
）※
受
付
時
間
＝

月
～
金
8
時
30
分
～
17
時
15
分

▽
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０・０
０
３・０
０
４
）
※
０
５
０

か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は

☎
０
３・６
６
３
０・２
５
２
５
※
受
付
時
間
＝

月
～
金
8
時
30
分
～
19
時
、
第
２
土
曜
９
時

～
17
時
※
祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

農業経営者の皆さ
ん、青色申告を始
めましょう！

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、
65
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
の

障
害
（
寝
た
き
り
な
ど
）
ま
た
は
認
知
症

の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
と
市

が
認
定
し
た
人
に
は
、
確
定
申
告
等
に
よ

り
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

さ
れ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
、
満
65
歳

以
上
の
人
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
を
含
む
）

▽
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
お
よ
び
知
的
障

害
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

※
判
定
の
結
果
、
交
付
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
こ
の
認
定
書
は
、

障
害
者
の
認
定
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
※
こ
の
認
定
書
は
、
税
の
申
告
以

外
の
目
的
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
通
常
、
お
む
つ
代
は
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
お
む
つ
代
の
領
収

書
に
加
え
て
医
師
か
ら
の
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
が
あ
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
の
人

に
つ
い
て
は
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
、市
役
所
で「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
わ
る
「
確
認
証
明
書
」
を
発
行
し
ま

す
。

◦
必
要
と
な
る
証
明
書
＝

【
１
年
目
】
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」

【
２
年
目
以
降
】
市
役
所
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
係
る
確
認
証
明
書
」

【
発
行
で
き
る
条
件
】
次
の
全
て
の
条
件
に

該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

▽
主
治
医
意
見
書
の｢

障
害
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度｣

の
記
載
が「
Ｂ
１
～
Ｃ
２
」

で
あ
り
、
さ
ら
に
「
尿
失
禁
」
の
発
生
可

能
性
の
記
載
が
「
あ
り
」
で
あ
る
こ
と

▽
確
定
申
告
の
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見

書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
有
効
期
間
が

13
か
月
以
上
で
、
確
定
申
告
対
象
年
中
に

主
治
医
意
見
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人

に
つ
い
て
は
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
時
の

主
治
医
意
見
書
で
確
認
し
ま
す
。

◦
手
数
料
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介
護
認
定

係
（
☎
２
３・１
３
５
３
）
ま
た
は
、
各
支

所
介
護
保
険
担
当
窓
口
ま
で

　青色申告は、自分の経営を客
観的につかむための重要なツール
です。青色申告を行う農業者（個
人・法人）は収入保険に加入で
きます。収入保険は、すべての農
産物を対象に自然災害や価格低
下などによる収入減少が生じた場
合に補償する保険です。最寄りの
福岡県農業共済の各支所にご相
談ください。新たに青色申告を始
めるためには、個人の場合、3 月
15 日までに所轄の税務署に「青
色申告承認申請書」を提出する
必要があります。この申告を行え
ばその年分の所得から青色申告
を行うことができます。（申告時
期は翌年２～３月）
◦問い合わせ＝九州農政局福岡
県拠点 地方参事官室 （代表☎
０９２・２８１・８２６１）

申
告
時
に
は
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要

確
定
申
告
関
連
情
報

▲「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
は、3つ折の圧着はがきで該当者へ郵送されます。

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
・
医
療
費
控
除

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行

に
つ
い
て

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
係
る
確

認
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
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　森林セラピー基地「くつろぎの森グ
リーンピア八女」では、森林セラピー
と椎茸の菌打ち体験を実施します。約
２キロの森林セラピーロードをゆっくり
歩きながら癒されてみませんか。菌打
ち体験では使用されたホダ木を、1 人
２本ずつプレゼントします。
◦日時＝３月９日㈯ 10 時～ 15 時（９時
30 分集合）◦場所＝くつろぎの森グリー
ンピア八女◦参加料＝ 2,000 円（体験、
森の癒し弁当、ホダ木２本、温泉入浴
券付）◦定員＝先着 40 人◦募集締切
＝ 2 月28日㈭◦申込・問い合わせ＝黒
木支所産業経済課（☎４２・１１１５）

森林セラピーと
椎茸の菌打ち体験

▽
麻
ひ
も
手
編
み
バ
ッ
グ
教
室

◦
出
店
者
＝
ＤデＥ
，
Ｃコ

ラ
Ｏ
Ｒ

◦
講
師
＝
＋
ｔテ

ポ

ー

レ

ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｅ*

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈭
・
26
日
㈫
、
13
時

～
16
時
（
上
記
時
間
帯
で
ご
都
合
の
良
い

時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦
場
所
＝
本
町
33
‐
４ 

Ｒリ

ノ

ベ

ラ

ボ

ｅ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ 

Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ（
Ｄ
Ｅ
，Ｃ
Ｏ
Ｒ
隣
り
モ
デ
ル
ル
ー
ム
） 

◦
参
加
費
用
＝
１
８
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク

付
・
材
料
費
別
途
）

◦
予
約
＝
☎
２
２・８
８
３
５

※
麻
ひ
も
・
か
ぎ
針
は
、
別
途
販
売
。
初

心
者
セ
ッ
ト
１
２
０
０
円
。
個
別
販
売
あ

り
。
麻
ひ
も
・
か
ぎ
針
の
持
参
も
可
（
詳

細
は
予
約
時
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

初
心
者
の
人
が
バ
ッ
ク
を
作
る
に
は
、
３

～
４
回
程
度
参
加
が
必
要
で
す
。

▽
よ
う
ら
de
簡
単
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
Ｗ
Ｓ

◦
出
店
者
＝
雑
貨
エ
ク
リ
ュ

◦
日
時
＝
２
月
・
３
月
。
平
日
10
時
～
17

時
。
約
１
時
間
。

◦
場
所
＝
本
町
２
７
２

◦
参
加
費
用
＝
２
０
０
０
円
（
お
や
つ
と

飲
み
物
付
き
）

◦
持
ち
物
＝
紙
切
り
用
は
さ
み

◦
予
約
＝
☎
２
２・７
８
７
４（
前
日
ま
で
）

※
お
好
き
な
サ
イ
ズ
・
色
の
ペ
ー
パ
ー
フ

ラ
ワ
ー
を
作
り
ま
す
。
歓
送
迎
会
・
バ
ー

ス
デ
ィ
・
お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▽
ポ
ー
セ
ラ
ー
ズ
体
験

◦
出
店
者
＝
古
民
家
カ
フ
ェ
く
ろ
き

◦
日
時
＝
２
月
・
３
月
。
予
約
時
に
ご
希

望
の
日
に
ち
・
時
間
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
黒
木
町
黒
木
１
４
５
‐
２

◦
参
加
費
用
＝
５
０
０
円（
材
料
費
別
途
）

◦
持
ち
物
＝
紙
切
り
用
は
さ
み

◦
予
約
＝
☎
４
２・０
０
５
５（
前
日
ま
で
）

※
小
皿
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
の
白
磁
に
お

好
き
な
絵
柄
を
転
写
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

器
を
作
り
ま
す
。
材
料
費
や
所
要
時
間
は

何
を
作
る
か
で
変
わ
り
ま
す
。

　

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
で
は
、
未
就
学
児

を
対
象
に
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
（
ペ
ダ

ル
の
な
い
自
転
車
）の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
感
覚
や
運
動
神
経
の
向
上
に
効
果
が
期

待
さ
れ
、
自
転
車
に
早
く
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
笑
顔
あ
り
！

涙
あ
り
！
親
子
の
思
い
出
に
、
熱
い
１
日
を

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
17
日
㈰
９
時
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド

◦
定
員
＝
先
着
１
５
０
人
（
３
歳
ク
ラ
ス
50

人
、
４
歳
ク
ラ
ス
50
人
、
５
～
６
歳
ク
ラ
ス

50
人
）

◦
申
込
方
法
＝
必
要
事
項
（
参
加
さ
れ

る
お
子
さ
ま
の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
大

会
当
日
の
年
齢
、
性
別
、
保
護
者
の
お

名
前
、
住
所
、
連
絡
先
）
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
（
４
５
・
１
５
５
７
）
か
メ
ー
ル

（genkikanoobuchi@
gm

ail.com

）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
３
月
３
日
㈰

◦
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
保
険
料
等
諸

費
用
込
）
※
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
レ
ー
ス
に
参
加
で
き
ま
す
。

「八
はち

姫
ひめ

お披露目会　
２０１９春」

今後、地域おこし協力隊のＦＢ
で各ワークショップの写真など
も公開します。ＱＲコードからＦ
Ｂにアクセスいただけます。

◦問い合わせ＝地域振興課
町並み景観 係（☎ 24・8164 ／
hachihimeohiromekai@gmail.com）

地域おこし協力隊が事務局を務め
るワークショップ「八姫お披露目会
2019 春」を八女福島・黒木で開催
します。ワークショップを開催するの
は、新規起業・開業された女性の皆
さん（起業・開業予定の方含む）です。

   
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
カ
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
等
参
加
者
募
集
！

第３回
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平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

《9日》生産者による対面販売
《10日・11日》 つきたて餅振る舞
い（無料）／だんご汁の振る舞
い（無料）／餅なげ／各部会の
対面販売／ステージイベント

《9日・10日・11日》　さげもんま
つり（活性化センター）

新上五島町物産展
《2月23日㈯・24日㈰》
つみれ汁振る舞い（1日限定
100食）※2日間ともなくなり
次第終了

（☎37・1711）

【市立小学校 15 校へ】
筑後信用金庫 理事長 江口和規＝
　　　英語関連本 105 冊（7 冊×15 校）

寄附のお礼　※敬称略

　熊本県の最東端に位置し阿蘇山に
抱かれた自然豊かな町です。基幹産業
は観光と農林業。熊本地震で被災し、
目下全線復旧を目指す南阿蘇鉄道ト

ロッコ列車、高森湧水トンネル公園、高森殿の杉などが観光の
目玉です。特産品はあか牛、ヒゴムラサキ（ナス）や高原野菜
のほか、挿し木育成法が特徴的な阿

ア ソ ナ ン ゴ ウ ヒ

蘇南郷檜などがあります。

熊本県 高森町

◦美しい草原景観
　阿蘇カルデラの中にある高森町は、古来より人の手を介し創り、
守られてきた草原を有しています。この草原風景は 2017 年「重
要文化的景観」に選定されました。国の宝として未来に残すため、
今後も保全していく必要があります。
◦豊かな環境を生み出す水の源
　高森町は潤沢な阿蘇の伏流水にも恵ま
れ、生活・農業用水のほか酒や味噌・醤油
などの地域産業を支えています。毎分 30
トン以上もの水が湧き出し続けている高森
湧水トンネル公園は、季節の装飾が多くの観光客を魅了します。
◦問い合わせ＝高森町役場（☎ 0967・62・1111）

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」⑥
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。連合では、
地域資源（景観・文化・環境）の保護を通じ、美しい村のブランド
価値を高め、農山村の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

道の駅
たちばな

2 月／ 9 ㈯・10 ㈰・11㈷
わくわく誕生祭

キリトリセン

お陰さまで14周年！

　

八
女
民
俗
資
料
館
の
燈
籠
人
形
屋

台
で
特
別
公
演
を
行
い
ま
す
。
福
島

八
幡
宮
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
公
演

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
３
月
３
日
㈰

①
13
時
30
分
～
②
15
時
～

⃝

芸
題
＝
吉
野
山
狐
忠
信
初
音
之
鼓

⃝

場
所
＝
八
女
民
俗
資
料
館
（
八
女

伝
統
工
芸
館
西
側
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興

課
（
☎
２
４・８
１
６
３
）

「八女福島の燈籠人形」
春の特別公演

観覧
無料

　2 月 24 日㈰に開催を予定してい
ました山本健吉文学講演会「山陰で
の山本健吉と石橋秀野の流離の思
い」は、講師の体調不良により中止
させていただきます。
　　  （文化振興課 文化係）

山本健吉文学講演会中止の
お知らせ　
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　「
道の
駅ソフトクリーム

　総
選挙2018」で1位！

消費生活
そうだん

㊿

　

近
年
、
急
速
に
利
用
者
を
増
や
し
て

い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
。
気
軽
に
動
画
や
写
真
等
を
投
稿

（
公
開
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
投

稿
し
た
動
画
や
写
真
が
悪
用
さ
れ
、
自

分
が
大
き
く
傷
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
を

投
稿
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。

▼
事
例

　
「
以
前
自
分
が
投
稿
し
た
ダ
ン
ス
動
画

が
『（
魅
力
的
だ
と
）
勘
違
い
し
て
い
る
』

『
不
細
工
』
な
ど
と
中
傷
す
る
動
画
に
編

集
さ
れ
て
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。
相
手
に
削
除
を
求
め

た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」
こ
の
よ

う
な
相
談
が
、
中
高
生
か
ら
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
以
前
、
悪
ふ
ざ
け
の
動
画
を

投
稿
し
た
が
、
個
人
が
特
定
さ
れ
、
就

職
や
進
学
に
影
響
が
出
た
」
と
い
う
事

例
も
あ
り
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（You 

Tube

）
や
、
話
題
に
な
っ
た
テ
ィ
ッ
ク

ト
ッ
ク
（TikTok

）
な
ど
で
、「
お
も
し

ろ
い
動
画
で
注
目
さ
れ
た
い
」
と
、
自

分
の
顔
を
出
し
て
投
稿
す
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
。
安
易
な
気
持
ち
の
投
稿
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
動
画
や

写
真
投
稿
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

個
人
が
特
定
さ
れ
、
氏
名
、
学
校
名
、
住

所
な
ど
が
世
界
中
の
人
の
目
に
さ
ら
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
場
合
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
を
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
通
報
す
る
ま
で
の
手
順
は
か
な
り

面
倒
で
、
た
く
さ
ん
の
項
目
に
入
力
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
削
除
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー
」
と
い
う
言
葉

に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し

た
情
報
は
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自

分
が
公
開
し
た
動
画
を
削
除
し
て
も
、
削

除
前
に
コ
ピ
ー
し
て
拡
散
さ
れ
る
と
、
世

の
中
か
ら
抹
消
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
投
稿
・
公
開
す
る
前
に
、
世
界
中
の

人
に
見
ら
れ
て
も
、
自
分
や
家
族
が
傷
つ

か
な
い
内
容
の
も
の
か
考
え
て
か
ら
、
投

稿
し
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時
30

分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・
１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支
所

で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

年
輪
の
ご
と
き
冬
季
の
等
圧
線

吉
泉
　
守
峰

渡
り
鳥
鏡
と
巣
箱
残
し
け
り

倉
ノ
下
和
代

凛
然
と
寒
気
の
中
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

荒
川
ミ
ヤ
子

雑
木
山
セ
ピ
ア
色
し
て
眠
り
け
り

中
村
　
境
子

山
々
の
個
性
見
え
た
り
冬
木
立

城
後
　
正
子

天
泣
や
平
成
天
皇
退
位
せ
る

大
坪
　
清
香

雨
催
ひ
宇
佐
八
幡
の
枯
れ
蓮
華

大
坪
　
延
子

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、
あ

な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
建
設
的
な

ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な

ど
か
ら
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な
ど
し

て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の

他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の
▽
同
一
投
書
者

に
よ
る
同
一
趣
旨
の
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係
（
☎
２

３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の 

声 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 31.2）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「道の駅ソフトクリーム総選
挙2018」は、日本自動車連盟
（JAF）と旅行雑誌「じゃらん」
の共催で、西日本（関西、中国、
四国、九州･沖縄）地域から163
商品のエントリーがありました。
その中で、道の駅たちばなの秀
バーガーの「塩八女茶ソフト」
が見事に1位に輝きました。

　

道
の
駅
た
ち
ば
な
に
出
店
し
て
い

る
「
秀
バ
ー
ガ
ー
」
。
店
長
の
江
嵜
弘

さ
ん
は
、
家
業
の
食
堂
「
秀
屋
」
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
名
物
の
ハ

ン
バ
ー
グ
を
も
っ
と
手
軽
に
食
べ
て

欲
し
い
と
、
12
年
程
前
に
「
秀
バ
ー

ガ
ー
」
と
し
て
道
の
駅
た
ち
ば
な
内
に

独
立
開
業
し
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
『
道
の
駅
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
選
手
権
２
０
１
８
』
で
1
位
と

な
っ
た
『
塩
八
女
茶
ソ
フ
ト
』
は
、
八

女
茶
と
長
崎
産
の
塩
を
調
合
し
た
粉

末
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
塩
味
が
効
い
た
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

後
味
が
、
昨
夏
の
投
票
時
期
の
猛
烈

な
暑
さ
と
マ
ッ
チ
し
て
得
票
に
結
び

つ
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
な
る
と
『
道
の
駅
た
ち
ば

な
誕
生
祭
』
や
、
立
花
地
域
一
番
の
イ

ベ
ン
ト
『
夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
』
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
は
『
湯
が
き
タ
ケ
ノ

コ
』
の
イ
ベ
ン
ト
や
川
辺
を
彩
る
ホ
タ

ル
の
時
季
ま
で
、
多
く
の
お
客
さ
ま

が
立
花
地
区
を
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ま
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
を
期
に
、
メ
ニ
ュ
ー

の
メ
イ
ン
で
あ
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
で

も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の

『
秀
バ
ー
ガ
ー
』
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

立
花
産
の
梅
を
使
っ
た
ご
当
地
バ
ー

ガ
ー
『
梅
バ
ー
ガ
ー
』
な
ど
、
八
女
に

来
た
ら
『
秀
バ
ー
ガ
ー
』
と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
店
に
な
る
よ
う
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
で
す
」

　「
道の
駅ソフトクリーム　

　
　
　
　

道
の
駅
た
ち
ば
な「
秀
バ
ー
ガ
ー
」　　

江
嵜  

弘
さ
ん（
立
花
町
）

119

　総
選挙2018」で1位！

早春の立花地区は2月9日㈯～11
日㈷の「道の駅たちばな誕生祭」
や、2月23日㈯～の「夢たちばな
観梅会」など、楽しい催しが盛り
だくさんです。

2月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
上陽分館 ☎54・3131　※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ　www.library.yame.fukuoka.jp

　

絵
本
『
と
も
だ
ち
や
』（「
お

れ
た
ち
、と
も
だ
ち
！
」
シ
リ
ー

ズ
・
偕
成
社
）
な
ど
で
人
気
の

絵
詞
作
家
、
内
田
麟
太
郎
さ
ん

の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

◦
演
題
＝
「
わ
た
詩
の
絵
本
」

◦
日
時
＝
３
月
23
日
㈯ 

14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
岩
戸
山
歴
史

文
化
交
流
館 

い
わ
い
の
郷

◦
対
象
＝
小
学
校
中
学
年
以
上

◦
定
員
＝
１
０
０
人
（
参
加
無

料
・
要
申
込
）

◦
申
込
期
間
＝
2
月
20
日
㈬
～

◦
申
込
先
＝
本
館･

分
館
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
申
込
。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
4㈪、11㈷、18㈪、22㈮、25㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4㈪、11㈷、18㈪、22㈮、25㈪

図書館の休館日
2月

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
5 ㈫、12㈫、19㈫、22㈮、26㈫

✿2月の館内整理日は22日㈮✿

絵
詞
作
家 

内
田
麟
太
郎
　

「
わ
た
詩
の
絵
本
」
講
演
会

１･２月の土、日、祝日は18時で閉館します。

　八女市立図書館では、毎週土曜
日におはなし会を行っています。
　おはなし会は、幼児～小学生対
象の「おはなし会」（本館＝毎週土
曜 14:00 ～、黒木分館＝毎月第１

土 曜 10:30 ～）
と、0 歳 ～ 2
歳児を対象と
した「あかちゃ
んおはなし会」

（本館＝毎月第
1日曜・第 3 土
曜 の 11:00 ～、
黒木分館＝毎

月第4土曜の10：30～）があります。
　参加者には「スタンプラリーカー
ド」を配布し、スタンプを押します。
スタンプがいっぱいになったらプレ
ゼントがもらえるよ♪

◆ 2 月の「おはなし会」
◦本館＝ 2 日、9 日、16 日、23 日㈯、
14：00 ～（おはなしコーナー）
◦黒木分館＝ 2 日㈯、10：30 ～（お
はなしコーナー）
◆ 2 月の「あかちゃんおはなし会」
◦本館＝3日㈰、16日㈯11：00～（2
階研修室）
◦黒木分館＝ 23 日㈯、10：30 ～（お
はなしコーナー）

おいでよ！ おはなし会

みんなであそびに
きてね！
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

明
治
４
年
、
明
治
政
府
が
出
し
た
解
放

令
（
太
政
官
布
告
）
に
よ
っ
て
、
被
差
別

身
分
な
ど
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
百
姓
・

町
人
の
身
分
だ
っ
た
人
や
、
別
の
身
分
と

さ
れ
て
い
た
人
は
平
民
と
な
り
、
職
業
や

住
む
場
所
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

教
師　

解
放
令
に
よ
っ
て
、
世
の
中
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
解

放
令
を
、
百
姓
・
町
人
の
身
分
だ
っ
た
人

は
賛
成
し
た
で
し
ょ
う
か
、
反
対
し
た
で

し
ょ
う
か
。
今
日
の
学
習
で
は
こ
の
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童　

百
姓
・
町
人
の
身
分
だ
っ
た
人
も

別
の
身
分
と
さ
れ
て
い
た
人
も
、
自
由
に

接
し
あ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
賛
成
し

た
と
思
い
ま
す
。

児
童　

今
ま
で
の
慣
習
が
あ
る
か
ら
反
対

し
た
と
思
い
ま
す
。

教
師　
で
は
、
別
の
身
分
と
さ
れ
て
い
た

人
た
ち
は
、
解
放
令
が
出
さ
れ
て
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

児
童　

夢
の
よ
う
な
う
れ
し
さ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

児
童　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

教
師　
次
は
、
解
放
令
が
出
さ
れ
た
後
の
、

百
姓
・
町
人
の
身
分
だ
っ
た
人
の
様
子
を
、

資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童　

解
放
令
に
反
対
し
て
一
揆
を
起
こ

し
ま
し
た
。

児
童　

別
の
身
分
と
さ
れ
て
い
た
人
を
、

店
や
お
風
呂
、
学
校
か
ら
追
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

教
師　

解
放
令
が
出
て
み
ん
な
一
緒
に

な
っ
た
の
に
、
百
姓
や
町
人
の
身
分
だ
っ

た
人
は
、ど
う
し
て
そ
う
い
う
行
動
を
と
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

児
童　

今
ま
で
別
の
身
分
と
さ
れ
て
い
た

人
と
、
一
緒
に
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

児
童　

上
の
身
分
の
人
か
ら
、
別
の
身
分

の
人
と
一
緒
の
扱
い
を
さ
れ
る
の
が
い
や

だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

教
師　

で
は
、
国
や
県
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
だ
っ
た
人
の
意
見

に
よ
っ
て
、
板
挟
み
で
困
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
解
放
令
を

出
し
た
本
当
の
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。

差
別
を
な
く
し
た
い
と
い
う
目
的
と
は
、

ち
ょ
っ
と
違
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

番
の
目
的
は
、
国
の
収
入
を
増
や
す
た
め

に
年
貢
の
免
除
な
ど
を
改
め
、
税
金
を
取

り
た
か
っ
た
の
で
す
。
解
放
令
に
よ
っ
て

形
の
上
で
は
、
住
む
場
所
の
決
ま
り
や
身

分
制
度
、
身
分
に
よ
る
役
割
な
ど
が
な
く

な
り
四
民
平
等
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
ま
ま
で
は
、差
別
す
る
気
持
ち
は
残
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
で
は

ど
う
し
た
ら
差
別
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う

か
。

児
童　

別
の
身
分
と
さ
れ
て
い
た
人
の
こ

と
を
知
る
。

児
童　

お
互
い
に
話
し
合
う
。

児
童　

解
放
令
に
反
対
す
る
人
を
説
得
す

る
。

児
童　

こ
れ
ま
で
、
自
分
が
別
の
身
分
と

さ
れ
て
い
た
人
に
し
て
き
た
こ
と
を
考
え

る
。

　

こ
の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
は
、「
解
放
令
」

が
出
さ
れ
た
後
の
人
々
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
差
別
の
不
合
理
に
気

付
く
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
人
権
意
識

を
振
り
返
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
市
立
学
校
か
ら
も
多
く
の

教
師
が
研
修
に
訪
れ
、
授
業
の
後
に
行
わ

れ
た
意
見
交
換
で
は
、
授
業
の
進
め
方
や
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
問
い
か
け
方
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
）
八
女
市
人
権
学
習
指
導
資
料
＝
平

成
27
年
３
月
、
八
女
市
教
育
委
員
会
発
行
。

人
権
学
習
が
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に

即
し
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、

よ
り
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
作
成
し

て
い
ま
す
（
上
写
真
）。

　

市
立
学
校
で
は
、
人
権
学
習
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、「
八
女
市
人
権
学

習
指
導
資
料
（
※
）」
を
活
用
し
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
２
日
に
忠
見
小
学
校
６
年
１
組
で
行
わ
れ
た
、
社
会
科
の
単
元

「
新
し
い
政
府
を
作
る『
出
さ
れ
た
解
放
令
』」の
授
業
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
独
自
の
人
権
学
習
指
導
資
料
を
活
用
し
、

人
権
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す

教科書（右）と八女市人権学習指導資料（左）
を使って人権意識を学び、育みます。

忠見小学校での公開研究授業の様子
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市
長
等
お
よ
び
議
員
の
平
成
30
年
資
産

等
報
告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審

査
会
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
20

日
付
け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
審

査
意
見
書
が
同
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課

ま
た
は
議
会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会

　
会
　
長
　
　
小
原 

清
信

　
副
会
長
　
　
伊
藤 

修
一

　
委
　
員
　
　
塩
塚

 

修

　
委
　
員
　
　
野
間
口
幸
江

　
委
　
員
　
　
樋
口 

好
枝

　
委
　
員
　
　
松
﨑
美
登
里

　
委
　
員
　   

牛 

島   

和 

良

　
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女

市
長
か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お

よ
び
議
員
の「
平
成
30
年
資
産
等
報
告
書
」

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
審
査
の
経
過
お

よ
び
結
果
を
審
査
意
見
書
と
し
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
当
審
査
会
は
、
八
女
市
政
治
倫
理
条

例
第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
条
例
第
９
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
長
等
４
件
、
市
議
会
議
員

26
件
、
計
30
件
の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
に
際
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
産

等
報
告
書
と
証
明
書
類
と
を
照
合
す
る
と

と
も
に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報

告
内
容
と
比
較
す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま

し
た
。

《
審
査
の
経
過
》

　
第
１
回
審
査
会
で
は
、
市
長
等
お
よ
び

議
員
の
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

等
報
告
書
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
書
の
記
載
事
項
は
お
お
む
ね
記
載
さ

れ
、
条
例
第
５
条
第
４
項
に
よ
り
提
出
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
は
、
お

お
む
ね
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
依
頼
、

照
会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
記

載
漏
れ
や
証
明
書
類
の
不
備
も
散
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
２
回
審
査
会
で
は
、
第
１
回
審
査
会

で
照
会
を
お
願
い
し
た
指
摘
事
項
へ
の
回

答
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
再
度
指
摘
事
項
１
件
と
こ
の
日

ま
で
に
提
出
が
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て

照
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
審
査
会
で
は
、
第
２
回
審
査
会

で
再
度
依
頼
お
よ
び
提
出
を
お
願
い
し
た

事
項
の
回
答
に
つ
い
て
審
査
し
、
そ
の
回

答
を
踏
ま
え
て
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

《
依
頼
・
照
会
事
項
お
よ
び
回
答
状
況
》

　
提
出
依
頼
ま
た
は
照
会
し
た
提
出
義
務

者
は
、
お
お
む
ね
指
定
期
日
ま
で
に
提
出

ま
た
は
回
答
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
証
明
書

類
お
よ
び
回
答
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
審

査
会
と
し
て
お
お
む
ね
承
認
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
度
に
証
明
書
類
と
し
て

確
定
申
告
書
第
一
表
お
よ
び
第
二
表
の
写

し
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
受
付
さ
れ
た
証
明
が
な
い
も
の

や
未
提
出
が
一
部
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　　
資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
た
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等

報
告
書
は
、
お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、

ま
た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明

書
類
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑵
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内

容
に
加
え
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の

報
告
内
容
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し

ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入

漏
れ
含
む
）
お
よ
び
証
明
書
添
付
不
備
に

つ
い
て
照
会
し
、
こ
の
照
会
に
対
す
る
訂

正
・
是
正
お
よ
び
疑
問
内
容
に
関
す
る
回

答
を
受
け
ま
し
た
が
、
一
部
の
人
に
つ
い

て
は
証
明
書
類
と
し
て
提
出
を
求
め
て
い

た
確
定
申
告
書
の
写
し
に
つ
い
て
、
不
備

な
も
の
や
紛
失
の
た
め
提
出
が
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
　

　　
以
上
の
審
査
の
結
果
、
一
部
に
つ
い
て

裏
付
け
資
料
の
紛
失
等
に
よ
る
不
備
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ご
く
一
部
で
あ
り
、
故
意

に
紛
失
さ
れ
た
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い

の
で
、
当
審
査
会
と
し
て
は
、
市
長
等
お

よ
び
議
員
に
つ
い
て
何
ら
問
題
と
す
べ
き

不
正
等
は
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
ご
く
一
部
と
は
い
え
、
裏
付
け

資
料
の
提
出
が
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

し
た
。

　
提
出
義
務
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
来

年
度
以
降
提
出
に
必
要
な
資
料
を
保
管
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２ 
審
査
結
果

１ 

資
産
等
報
告
書
の
審
査

3 

審
査
意
見

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

◉
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）
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市
で
は
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で

安
心
し
て
と
も
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
～
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
八
女
市
を
め
ざ
し
て
～
」

を
基
本
理
念
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
身
体
の
虚
弱
や
閉

じ
こ
も
り
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う

な
運
動
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
「
し
っ

か
り
貯
筋
体
操
」
を
は
じ
め
と
し

た
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
平
成
30

年
度
は
、
自
主
的
に
介
護
予
防
に

取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ

支
援
・
活
動
支
援
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。
特
に
「
し
っ
か
り
貯
筋

体
操
」
の
卒
業
生
が
主
体
と
な
り
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
運
動
を
続
け
よ

う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
各
地
域
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

◦
学
習
交
流
会
を
開
催

　
11
月
20
日
㈫
に
、
平
成
30
年
度

に
新
た
に
で
き
た
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
「
介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー

プ
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
の
講
義
で
は
、
①
健
康
寿

命
延
伸
の
阻
害
要
因
は
「
生
活
習

慣
病
重
症
化
」「
ロ
コ
モ
」「
認
知
機

能
低
下
」
で
あ
る
こ
と
。
②
自
分

に
合
っ
た
運
動
グ
ル
ー
プ
に
「
で
き

る
限
り
」
参
加
し
続
け
る
こ
と
が

健
康
寿
命
延
伸
の
カ
ギ
で
あ
る
こ

と
。
③
70
歳
を
す
ぎ
る
と
「
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
運
動
」
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
。
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
軸
に
、
㈱
く
ま
も
と
健
康
支
援

研
究
所
代
表
松
尾
洋
さ
ん
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
参
加
者
が
６
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
来
年
も
介

護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
を
続

け
て
い
く
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
他

の
グ
ル
ー
プ
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

運
営
方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ

き
が
あ
り
、
最
後
に
は
「
生
活
習

慣
の
中
に
介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー

プ
活
動
を
入
れ
る
」「
参
加
者
が『
自

分
の
た
め
に
な
る
』
と
実
感
す
る
」

「
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
周
り
の
人

を
誘
う
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
解
決

方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会

を
通
し
て
、
改
め
て
参
加
者
の
介

護
予
防
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◦
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

　
介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
の
輪

　
八
女
市
の
高
齢
者
人
口
は
12
月

１
日
現
在
２
万
１
９
６
１
人
（
高

齢
化
率
34
・
４
％
）
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
高
齢
化
率
が

50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。「
い
つ
ま

で
も
健
康
で
安
心
し
て
と
も
に
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
自
ら
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
健
康
を
意
識
し
、
介
護
予
防

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
み
な
さ
ん
の
地
域
で
介
護
予

防
自
主
グ
ル
ー
プ
の
輪
が
広
が
り
、

地
域
か
ら
元
気
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

地区 名称 会場 開催日 時間 活動内容

八女地区

気功＆ YKB48 文化会館 第 2･ 第 4 水曜 10:00 ～ 11:30 気功・健康体操・食事会など
ニコニコ OB 会 市保健センター等 第 1 月曜 ･ 金曜 13:30 ～ 15:00 健康体操
サンサンクラブ 多世代交流館 第 1･3 月曜 10:00 ～ 11:30 健康体操やお楽しみ会

百合の会 多世代交流館 第 1･3 月曜 13:30 ～ 15:00 健康体操
しっかり貯筋体操 OB 総合体育館 第 2・4 金曜 10:00 ～ 健康体操

わかば会 祈祷院公民館 第 1･3 月曜 13:30 ～ 健康体操
さくら会 東公民館 第 2 水曜 10:00 ～ 健康体操

黒木地区
しっかり貯筋 OB ふじの里 第 1･3 月曜 13:30 ～ 15:00 健康体操・いのちの貯蓄体操

桜クラブ ふじの里 第 3 水曜 10:00 ～ 健康体操
しっかり貯筋 OB 豊岡コミセン 第 2 木曜 13:30 ～ 15:00 健康体操

立花地区 水曜健脚クラブ かがやき 水曜 9:30 ～ 11:30 健康体操・いのちの貯蓄体操

上陽地区
サンライズ 地域福祉センター 第 2･4 木曜 10:00 ～ 11:30 健康体操
健康教室 下横山コミセン 第 4 水曜 13:30 ～ 健康体操

矢部地区 矢部村お元気倶楽部 矢部公民館 第 1･3 木曜 10:00 ～ 11:30 健康体操

星野地区
わくわく元気会 小野 1 区多目的集会所 第２水曜 9:30 ～ 健康体操

しっかり貯筋体操 OB 星野支所集会室 第 3 月曜（※） 10:00 ～ 11:30 運動・レクリエーション

人
生
１
０
０
年
時
代
、
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

地
域
で
元
気
に
活
躍
す
る
介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
！

八女市内の介護予防自主グループ一覧

◦記載しているグループは、平成 30 年 12 月末日現在の、市が把握している介護予防自主グループの中で、公表の了承を得たグルー
プです。（サロンとして活動しているグループは除く）　◦活動内容等は、平成 30 年 12 月末現在の内容です。　◦参加を希望する
人や内容の詳細については、高齢者支援係（☎２３・１３０８）まで問い合わせください。　※祝日の時は第 3 火曜日
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介
護
保
険
料
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

【
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…
】

　

電
話
に
よ
る
納
付
確
認
や
督
促
状
、

催
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
督
促
手
数

料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

【
１
年
以
上
納
め
な
い
と
…
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
、

い
っ
た
ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
か
ら
申

請
を
す
る
こ
と
で
、
保
険
給
付
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

【
１
年
６
か
月
以
上
納
め
な
い
と
…
】

　

利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
は
、
全
額
が
自
己
負
担
な
う
え
、

保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時

的
に
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
、
差
し
止
め
た
払

い
戻
し
分
か
ら
滞
納
し
て
い
る
介
護
保

険
料
を
差
し
引
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
２
年
を
過
ぎ
る
と
…
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
自

己
負
担
額
が
３
割
（
自
己
負
担
が
も
と

も
と
３
割
の
人
は
４
割
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
滞
納
さ
れ
て
い

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
３

月
末
を
も
っ
て
納
め
た
く
て
も
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

特
段
の
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

滞
納
の
期
間
に
応
じ
上
記
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介
護

認
定
係（
☎
２
３・１
３
５
３
）ま
た
は
、

各
支
所
介
護
保
険
担
当
窓
口
へ

①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ
れ
て

い
る
範
囲
（
下
図
）

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

①
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤
去
費
、

動
産
移
転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
の
費
用

を
１
戸
当
た
り
80
万
２
千
円
を
上
限
と

し
て
補
助
し
ま
す
。

②
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
（
土
地
の

取
得
を
含
む
）
の
資
金
を
金
融
機
関

等
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子
相
当

額
を
１
戸
当
た
り
４
１
５
万
円
（
建
物

３
１
９
万
円
、
土
地
96
万
円
）
を
限
度

と
し
て
補
助
し
ま
す
（
借
入
利
率
年
８
・

５
％
を
限
度
）。

★
補
助
の
手
続
き
に
は
、
国
や
県
へ
の

事
前
申
請
や
予
算
計
上
な
ど
期
間
が
必

要
な
た
め
、
事
業
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、

防
災
安
全
課
消
防
防
災
係
ま
た
は
各
支

所
総
務
課
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
防
災
安
全
課（
☎
２
３・１
７
３
１
）

▽
黒
木
支
所
総
務
課（
☎
４
２・１
１
１
１
）

▽
立
花
支
所
総
務
課（
☎
２
３・５
１
４
２
）

▽
上
陽
支
所
総
務
課（
☎
５
４・２
２
１
１
）

▽
矢
部
支
所
総
務
課（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
総
務
課（
☎
５
２・３
１
１
２
）

補
助
金
の
内
容

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）
内
に
あ
る
既
存

の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、安
全
な
土
地
へ
新
築
（
購
入
も
含
む
）
す
る
人
に
、

国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う
事
業
で
す
。
補
助

対
象
者
は
市
内
転
居
者
に
限
り
ま
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
と
は

危
険
区
域
に
お
住
ま
い
の
人
へ

介
護
保
険

　

介
護
保
険
は
、
公
費
と
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も
が
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料

は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
時
は
、
保
険
料
の

減
免
や
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
付
が
難
し
い
時
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま

ず
は
担
当
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

心・安全の決意新たに
　八女市消防出初式が１月６日㈰、春の山公園
グラウンドで行われ、参加した消防団員や八女
消防本部職員らは、無火災・無災害と市民の安
全安心を守る決意を新たにしました。式典では消
防団によるポンプ操法などの訓練披露のほか、消
防関係者や防災に功労のあった市民団体等への
表彰が行われました。
　市長からは、「昨年 7 月6日に発生した西日本
豪雨では、各地で甚大な被害が発生しました。
市では、被災した宇和島市や東広島市に職員を
派遣するとともに、市民の皆さまに義援金を呼び
かけ被災地に届ける事ができました。また、大
阪北部地震や北海道胆振東部地震、幾度となく
日本列島に上陸した台風など、全国各地で多く
の方が被災されました。災害被災地に対しては、

今後もできるだけの支援を継続していきますの
で、ご理解ご協力をお願いします。八女市でも
自然災害をはじめ、高齢化社会の進行などによ
る様々な災害の潜在的危険性が高まっています。
消防団員･消防職員とともに、火災予防をはじめ、
社会環境に即応した消防力の充実強化に最善の
努力をして参ります」とあいさつがありました。
　式典後には少年消防クラブを先頭にパレード
が行われ、勇壮な姿に会場からはたくさんの拍
手が送られていました。

安　平成 31年八女市消防出初式

郷　平成 30 年度地域づくり提案事業
土史「豊福ものがたり」が完成

　長峰校区まちづくり連絡
協議会では、平成 30 年度
の地域づくり提案事業の採
択を受け、郷土史「豊福も
のがたり」を発行しました。
　これは、先人たちが作り、
育み、残してきた地域の歴
史と文化について、史跡や
物語、伝統行事などを記
録保存することで後世に伝
え、ふるさとの歴史に興味と関心をもってもら
おうとの取り組みで作られたものです。
　編集委員長の馬場正美さんは、「編集に携わっ
た皆さんへ感謝するとともに、豊福町内にこれ
ほど多くの歴史・文化等があったのかと改めて
再認識し、誇りに思います。」と発刊の喜びを語っ
ていました。冊子は図書館本館で閲覧できます。

「豊福ものがたり」
を手にする馬場さん

剣　剣持ふれあいコンサートで初披露
持賛歌ができました

　住民80人が参加して12月4日㈫、黒木町剣持
地区で剣持ふれあいコンサートが開かれまし
た。コンサートは『七つの子』や『山の子の歌』
など馴染みの曲を川野久美子さんのソプラノで
楽しみました。また、この地に移り住んで3年目
になる松林茂光さんが『坊がつる賛歌』の替え
歌として作詞した『剣持賛歌』も初披露されま
した。松林さんは剣持地区の素晴らしさを伝え
たいと、自然や歴史、人物などを書き留めて完
成させました。ふるさとを綴るこの歌をみんな
で合唱し、涙ぐむ人の姿もありました。
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剣　全国大会出場記念表敬訪問
道で全国大会出場

燃　柳島の十七夜（あめがたまつり）
え盛る炎に無病息災を願う

　「柳島の十七夜」（市無形民俗文化財指定）が１月
17日㈭、柳島の若宮神社境内の観音堂前で行われま
した。約800年前、当時の黒木城主の正室が矢部川に
身を投げ、その時に抱いていた観音像が柳島に流れつ
き、それを通りがかったあめ形売りが引き揚げ、わらを
焚いて暖めたことが祭りの始まりとされています。その
ため、別名「あめがたまつり」とも言われ、境内では今
でもあめ形が売られています。
　今年から「あめがたまつり（十七夜）保存会」が結
成され、消防団OBを中心に竹やわらを使って高さ約6
メートルの「ほっけんぎょ」が作成されました。
　午後8時に火が付けられると、またたく間に火は燃
え上がり、集まった人たちは、ほっけんぎょの火にあた
り、1年の無病息災を祈りました。

　第35回九州高等学校選
抜剣道大会（2月9日～10日
大分別府市）と第28回全国
高等学校剣道選抜大会女
子団体（3月27日～28日愛
知県春日井市）に出場する
高田侑那さん（久留米商業
高校2年）が1月16日㈬、橋
本教育長を表敬訪問しまし
た。
　高田さんは上陽北汭学園
出身で、小学生のころに剣
道をはじめました。「九州大会と全国大会で県代表と
して頑張ってきます」と力強く決意を語りました。橋本
教育長は「体調をコントロールしてベストの状態で力
を発揮してください」と激励しました。

映　映画「野球部員演劇の舞台に立つ !」
画上映会収益金を学校へ寄附

　12月9日㈰、八幡小学
校で「野球部員演劇の舞
台に立つ!」の上映会（八
幡校区映画鑑賞会主催）
が行われ、約200人が映
画を鑑賞しました。この
上映会の収益金が12月19
日㈬、八幡小学校に寄附
されました。
　寄附を受けた田中義紀校長は、「地域の皆さんが
学校に一堂に集まり、映画を上映していただいたこと
に大変意義があると思っています。子どもたちのため
に有意義に使わせていただきます」と謝意を述べまし
た。映画鑑賞会主催者の平田圭四郎さんは「上映会は
白木小学校と八幡小学校で行い、とても好評でした。
この映画を八女の宝として、今後も各学校・地域での
鑑賞会実施につなげていきたい」と話しました。

田中校長（左）と上映会主催者
の平田さん（右）

筑　ホークスと筑後七国を盛り上げる若い力！
後七国ホークス応援大使が来庁

　筑後七国活性化協議会（柳川市・八女市・筑後市・
大川市・みやま市・大木町・広川町）と福岡ソフトバン
クホークスは、相互が協力して地域の魅力向上と活性
化を目指すため、2018年のホークス新入団選手を「筑
後七国ホークス応援大使」に任命しました。
　1月17日㈭に2018シーズンの報告のため、砂川リ
チャード内野手（背番号127）と渡邉雄大投手（同
140）が三田村市長を訪問しました。市長は「2019シー
ズンのリーグ優勝と日本一を祈念するとともに、八女
市に数多くある少年野球チームの激励などを検討いた
だきたい」と、ホークスからは「3月上旬には筑後で1軍
のオープン戦が、3月22日にはウエスタンリーグが開幕
されます。地域の皆さんには、タマスタに来ていただい
て選手たちを応援していただきたい」と話し、相互に
盛り上げていこうと激励しあいました。

【お詫びと訂正】1月15日号 16 頁「オール八女の純米吟醸酒が国際コンクールで最高賞」記事中、
能研機構――は、農研機構――が正しい名称です。お詫びして訂正します。
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◦
赤
星
病
と
は

　

新
築
住
宅
地
や
庭
づ
く
り
に
観

賞
木
と
し
て
植
え
ら
れ
る
「
カ
イ

ヅ
カ
イ
ブ
キ
」
等
の
『
ビ
ャ
ク
シ

ン
類
』
が
媒
介
す
る
梨
の
病
気
で

す
。
赤
星
病
菌
が
梨
の
葉
や
果
実

に
感
染
す
る
こ
と
で
、
落
葉
や
果

実
の
品
質
低
下
等
を
ま
ね
く
恐
ろ

し
い
病
気
で
、
梨
栽
培
に
お
い
て

は
大
敵
の
一
つ
で
す
。
※
『
ビ
ャ

ク
シ
ン
類
』
が
梨
園
か
ら
２
㌔
㍍

～
３
㌔
㍍
圏
内
に
あ
る
と
、
感
染

の
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。 

◦
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
願

い
し
ま
す

　

梨
農
家
は
開
花
か
ら
収
穫
ま
で

の
間
に
病
害
虫
防
除
を
行
い
、
樹・

葉
・
果
実
等
に
被
害
を
受
け
な
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
栽
培

し
て
い
ま
す
。
農
家
の
防
除
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
し
、
今
後
も
産

地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
梨
園

の
２
㌔
㍍
～
３
㌔
㍍
圏
内
に
は
、

で
き
る
だ
け
『
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
』

は
植
栽
せ
ず
、
他
の
樹
種
を
植
栽

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課
農

産
園
芸
係
（
☎
２
３・１
１
１
８
） 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人
番
号
カ
ー
ド)

を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
各
店
舗
に
設
置
さ

れ
て
い
る
自
動
交
付
機
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
ま
す
。
料
金
も
窓

口
交
付
よ
り
50
円
安
く
、
利
用
時
間
も
コ
ン
ビ
ニ

で
は
６
時
30
分
～
23
時(

年
末
年
始
お
よ
び
シ
ス

テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
）
と
便
利
で
す
。

※
戸
籍
お
よ
び
附
票
は
、
本
籍
も
八
女
市
の
人
し

か
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
除
籍
や
除
票
は
取
得

で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
２
３・１
１
１
５
）

八
女
の
特
産
物「
梨
」を
赤
星
病
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

カイズカイブキ（左）とカイズカ
イブキに付着した赤星病菌（上）

⃝

告
示
日
＝
２
月
１
日
㈮

⃝

縦
覧
期
間
＝
２
月
１
日
㈮
～
２

月
15
日
㈮

⃝

時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

⃝
会
場
＝
八
女
市
役
所
上
下
水

道
局

⃝
縦
覧
概
要
＝
事
業
計
画
区
域

（
認
可
区
域
）

【
変
更
後
区
域
】
５
６
０
㌶
〈
５

４
１
㌶
（
変
更
前
区
域
）
＋
19

㌶
（
拡
張
区
域
）〉

⃝

整
備
期
間
＝
平
成
10
年
度
～

平
成
32
年
度
（
変
更
な
し
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下

水
道
工
務
係(

☎
２
３・１
６
７
０)

公共下水道事業計画区域（認可区域）等変更の告示・縦覧について
下水道法の規定により、公共下水道事業計画区域の変更（案）を告示・縦覧します。

市役所本庁の
ロビーにも自動交付機

を設置しています。
どうぞご利用

ください
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る
大
正
琴
や
カ
ラ
オ
ケ
、
民
舞
教

室
等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、書
道・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

等
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
す
。
お

で
ん
・
や
き
と
り
な
ど
の
バ
ザ
ー

も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈰
10
時
30

分
～
16
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
し

あ
わ
せ
交
流
館
（
八
女
市
隣
保

館
／
☎
２
４
・
５
８
４
６
）

　

人
気
作
家
重
松
清
さ
ん
の
短

編
小
説
「
め
ぐ
り
び
な
」「
さ
く

ら
地
蔵
」
の
２
作
品
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
音
楽
と
と
も
に
お
届
け
し
ま

す
。
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
、
心
温
ま
る
朗
読
音

楽
劇
で
す
。

◦
日
時
＝
３
月
９
日
㈯
12
時
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
（
大
）
ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
１
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
劇
団
大
藤
樋
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
９
８
６
・

２
６
８
７
）

◦
期
日
＝
３
月
17
日
㈰
13
時
30

分
～
（
開
場
13
時
）

◦
場
所
＝
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

◦
前
売
券
＝
▽
中
学
生
以
上
２
５

０
０
円
▽
３
歳
以
上
～
小
学
生

１
５
０
０
円
※
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

の
店
頭
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
購
入

可
。
当
日
券
は
５
０
０
円
増
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
（
☎
０

９
４
２
・
６
５
・
１
１
９
９
）

　

オ
カ
リ
ナ
を
初
歩
か
ら
学
ぶ

入
門
講
座
で
す
。
心
地
よ
い
オ
カ

リ
ナ
の
音
色
を
楽
し
み
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈭・21
日
㈭・

28
日
㈭
、
14
時
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
対
象
者
＝
Ｃ
調
オ
カ
リ
ナ
を

持
っ
て
い
る
人
（
限
定
）
※
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
製
オ
カ
リ
ナ
Ｃ
調
三

千
円
程
度
を
購
入
す
る
こ
と
も

可
能
。

◦
講
師
＝
カ
ン
タ
ー
レ
・
フ
ォ
レ

ス
タ
矢
原
靖
隆
さ
ん

◦
定
員
＝
15
人

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込
期
間
＝
２
月
１
日
～
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民

館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
「
近
代
福
岡
の
公
共
建
築
物
ー

移
り
変
わ
る
ま
ち
の
記
憶
」
明
治

期
以
降
の
福
岡
の
成
長
し
て
い
く

様
子
を
当
時
の
絵
は
が
き
や
地

図
等
の
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
無
料
。

◦
展
示
期
間
＝
２
月
５
日
㈫
～
３

月
20
日
㈬
9
時
～
17
時
、
月
・

祝
日
・
２
月
12
日
㈫
休
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共
同
公
文

書
館
（
筑
紫
野
市
上
古
賀
／
☎

０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６
）

※
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
催
し

物
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎
月

第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
２
月
10
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
２
月
10
日
㈰
８
時
立

花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
観
梅
会
コ
ー
ス

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

今
回
は
「
食
の
未
来
を
切
り

開
く
」
と
題
し
、
金
子
華
呼
さ
ん

（
健
康
宅
配
華
ろ
り
代
表
）
の
講

演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
／
☎
２
４
・
９
６
５
７
）

　

今
月
は
、
作
業
療
法
士
の
岸

良
至
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
話

と
自
由
な
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
八
女
市
本
町

17
ー
２
／
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
八
女
し
あ
わ

せ
交
流
館
を
知
っ
て
も
ら
い
、
交

流
を
深
め
る
た
め
に
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。
交
流
館
利
用
者
に
よ

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展

八
女
軽
ト
ラ
市

障
害
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

八
女
し
あ
わ
せ
交
流
館
文
化
祭

劇
団
大
藤「
朗
読
と
音
楽
の
心
あ

た
た
ま
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
２
０
１
９
」

劇
団
カ
ッ
パ
座

「
オ
ズ
の
ま
ほ
う
つ
か
い
」

西
公
民
館
講
座

「
は
じ
め
て
の
オ
カ
リ
ナ
講
座
」

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ

第
60
回
地
域
活
動
講
演
会

教
室
・
講
座

【歴史講座】　装飾古墳の世界
　　　わが国の古墳の中で、５～７世紀にか
けて埋葬施設の内外に浮彫りや線刻、彩
色によりさまざまな装飾を施したものを
装飾古墳とよび、北部九州に多くみられ
ます。墓室の内外に直弧文・円文や盾等
の器物、人物・動物像の装飾を施した
意図・背景などについて考えます。
◦日時＝２月16日㈯ 13 時 30 分～15 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわ
いの郷」研修室
◦講師＝川述昭人（岩戸山歴史文化交
流館長）
◦受講料＝無料
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」（☎ 24・3200 ／o24・
3210 ）

八女市岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」
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黒
木
支
所
建
設
課
・
企
業
団
の

窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局

（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１

８
）
▽
県
南
広
域
水
道
企
業
団

（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

◦
期
日
＝
３
月
４
日
㈪

◦
見
学
先
＝
大
分
県
杵
築
城
下

町
散
策
（
大
原
邸
・
杵
築
城
入

場
観
光
）、
日
田
市
豆
田
町
散
策

（
ひ
な
ま
つ
り
開
催
中
）

◦
募
集
定
員
＝
45
人

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
乗
車
場
所
＝
黒
木
町
、八
女
市
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

◦
日
時
＝
３
月
10
日
㈰
13
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
３
研
修
室

◦
詠
草
＝
一
首
（
未
発
表
作
品
）

◦
出
詠
料
＝
１
０
０
０
円

◦
募
集
締
切
＝
２
月
16
日
㈯

◦
提
出
先
＝
〒834-0047

八
女

市
稲
富
４
１
６ 

馬
場
美
智
子

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
文
化
連
盟

短
歌
部
馬
場
さ
ん
（
☎
２
３
・
０

７
３
３
）

　　

宮
野
公
園
管
理
棟
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
要
件
＝
公
園
周
辺
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
用
を
す
る
団

体
、
事
業
者
お
よ
び
個
人

◦
利
用
期
間
＝
平
成
31
年
４
月

～
平
成
36
年
３
月
末
ま
で

◦
使
用
料
＝
八
女
市
規
定
に
よ
り

算
定
し
た
額

◦
申
込
方
法
＝
利
用
申
込
書
を

都
市
計
画
課
に
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
申
込
書
は
都
市

計
画
課
窓
口
に
て
配
布
。
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
申
込
期
間
＝
２
月
１
日
㈮
～
２

月
22
日
㈮
、
８
時
30
分
～
17
時

15
分
※
土
日
祝
日
を
除
く

　

第
２
の
人
生
（
セ
カ
ン
ド
・
ラ

イ
フ
）
を
迎
え
る
人
た
ち
を
応
援

す
る
講
座
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に

自
分
の
生
活
の
見
直
し
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

①
第
２
回
「
モ
ノ
と
時
間
の
整
理

術
」

◦
日
時
＝
２
月
15
日
㈮
13
時
30

分
～
15
時

◦
講
師
＝
谷
口
敏
之
さ
ん
（
ハ
ウ

ス
キ
ー
ピ
ン
グ
協
会
認
定
・
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

②
第
３
回
「
安
心
・
リ
タ
イ
ア
メ

ン
ト
・
マ
ッ
プ
」
～
介
護
・
相
続
・

お
金
の
情
報
を
上
手
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
～

◦
日
時
＝
２
月
22
日
㈮
13
時
30

分
～
15
時

◦
講
師
＝
松
本
剛
さ
ん
（
ジ
ブ
ラ

ル
タ
生
命
認
定
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

①
②
共
通

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
申
込
期
間
＝
２
月
１
日
㈮
～

（
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

◦
定
員
＝
40
人
（
要
申
込・先
着
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２

Qyam
e_nishikoum

inkan@
wit.ocn.ne.jp

）

　

生
き
る
た
め
の
支
援
を
推
進

す
る
八
女
市
自
殺
対
策
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
健
康
推
進
課
・
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

◦
期
間
＝
２
月
15
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

　

水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検

査
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検
査

計
画
を
策
定
し
公
表
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
八
女
市
お
よ
び
八
女

市
へ
上
水
道
用
水
を
供
給
し
て
い

る
県
南
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

平
成
31
年
度
に
行
う
水
質
検
査

計
画
（
案
）
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た

計
画
を
作
成
し
ま
す
の
で
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◦
意
見
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
㈮

～
２
月
28
日
㈭

※
水
質
検
査
計
画
は
、
３
月
31

日
ま
で
に
八
女
市
上
下
水
道
局
・

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー

八
女
市
自
殺
対
策
計
画
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

八
女
文
化
連
盟
総
合
文
化
祭

短
歌
会
作
品

宮
野
公
園
管
理
棟
の
利
用
者

西
公
民
館
講
座
「
セ
カ
ン
ド
・

ラ
イ
フ
応
援
塾
Ⅱ
」

　子どもからご年配の人まで誰でも気軽に
楽しめるミニゲーム大会を行います。家族
でのご参加大歓迎です。
⃝日時＝３月 23 日㈯ 13 時 30 分～ 16 時
30 分※受付 13 時
⃝会場＝八女市総合体育館
⃝内容＝アビスパ福岡コーチによる世代交
流ミニゲーム大会
⃝参加資格＝５歳以上の元気な人（小さい
お子さんは保護者同伴でお願いします）
⃝参加費＝無料
⃝申込方法＝申込用紙を総合体育館か各
支所総務課まで提出してください。（ファ
クス可）
※申込書は八女市ＨＰおよび総合体育館・
各支所総務課に設置しています。
⃝申込締切＝３月10日㈰※先着 100 人
⃝申込・問い合わせ＝総合体育館（☎
24・1230 ／o24・0029）および各支所
総務課

上
水
道・簡
易
水
道
事
業
水
質

検
査
計
画（
案
）の
策
定・意
見

アビスパ福岡のコーチと
一緒に遊ぼう！
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福
岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事

務
所
で
は
、
電
話
や
面
談
に
よ

る
解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
り
弁
護
士
相
談
も
行
い
ま
す
。

相
談
無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密

厳
守
。

◦
日
時
＝
２
月
20
日
㈬
、
21
日

㈭
９
時
～
20
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

労
働
者
支
援
事
務
所
（
福
岡
県

久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
／
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
３
月
分
利
用
者
の
会
＝
２
月
16

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
訓
練
場
所
（
定
員
）
＝
九
州

大
谷
短
期
大
学
（
３
人
）

▽
大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校（
３

人
）

②
保
育
士
養
成
科

◦
訓
練
場
所
（
定
員
）
＝
九
州

大
谷
短
期
大
学
（
４
人
）
▽
久

留
米
信
愛
短
期
大
学
（
４
人
）

③
栄
養
士
養
成
科

◦
訓
練
場
所
（
定
員
）
＝
久
留

米
信
愛
短
期
大
学
（
３
人
）

①
～
③
共
通

◦
訓
練
期
間
＝
２
年
間
、
１
年
間

◦
応
募
方
法
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

入
校
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準

備
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
職
業
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◦
募
集
締
切
＝
２
月
13
日
㈬

◦
試
験
日
＝
２
月
20
日
㈬
※
学

科
試
験
（
国
語
・
数
学
）、
面
接

◦
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０

９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
費
用
無

料
、
要
予
約
。

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２

階◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

装
で
、雨
具
着
替
え
類
、タ
オ
ル
、

飲
料
水
等
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
４
０
０
０
円

◦
定
員
＝
40
人
（
２
月
16
日
㈯

締
切
）

◦
申
込
＝
同
会
吉
岡
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
９
２
５
・
１
０
０
３
）

　

受
験
料
、
授
業
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
お
お
む
ね
45

歳
未
満
の
人
対
象
。
応
募
資
格

等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
Ｈ
Ｐ

（「
福
岡
県
の
職
業
訓
練
」
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
訓
練
担
当
窓
口
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

①
介
護
福
祉
士
養
成
科

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計

画
課
都
市
計
画
係
（
☎
２
３
・
２

５
７
７
）

　

八
女
歩
こ
う
会
は
、
歩
行
を

通
し
て
健
康
増
進
や
自
然
を
大

切
に
す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

体
力
や
年
齢
に
応
じ
て
コ
ー
ス
な

ど
を
設
定
し
、
毎
月
歩
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
早
春
の
菊
池
温
泉
ウ
オ
ー
ク

◦
日
程
＝
２
月
24
日
㈰
八
女
伝

統
工
芸
館
前
８
時
出
発
（
送
迎

バ
ス
利
用
）

◦
内
容
等
＝
竜
門
ダ
ム
周
辺
を

歩
き
ま
す
。
昼
食
付
き
、
温
泉

入
浴
あ
り
。
17
時
ご
ろ
帰
着
予

定
、
雨
天
決
行
。
歩
き
や
す
い
服

就
業
支
援

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

八
女
歩
こ
う
会
会
員
募
集

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

　こころの健康づくりや、こころの病
気について理解を深めていただくため
の講演会を開催します。どなたでも参
加できます。参加費無料、事前申込が
必要です。
◦日時＝ 2 月28日㈭ 14 時～ 16 時
◦場所＝おりなす八女はちひめ（小）
ホール
◦内容＝①講話「うつ病 ( 双極性障害 )
とは。その治療について」／医療法人

（社団）筑水会理事長・筑水会病院長 
國芳雅広さん
②講話「精神障がい者を家族にもって」
／八女地域精神障害者家族会長　山
口由紀子さん

　アルコール依存症は自分の意思でコ
ントロールできない病気です。周囲の
皆さんは治療につなげて継続させるた
めに、何をしたらよいのか考えてみま
せんか。参加費無料。
◦日時＝ 3 月14日㈭ 14 時～ 16 時（受
付 13 時 30 分～）
◦場所＝県柳川総合庁舎大会議室（柳
川市三橋町）
◦内容＝講話「アルコール依存の治療に
つながる・継続する」／雁の巣病院 医療
相談部 精神保健福祉士 神谷直美さん
◦対象＝家族・知人にアルコール問題
を抱えている人
◦申込＝３月１日㈮までに電話でお申
込みください。

アルコール依存症の家族教室

こころの健康づくり講演会

南筑後保健福祉環境事務所
からのお知らせ
◦申込・問い合わせ＝県南筑後保健福
祉環境事務所 健康増進課精神保健係

（☎ 0944・72・2176）

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談
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火災出火件数  0件 （33件）
救急出動件数 244件 （3,193件）
救急搬送人数 241人 （3,102人）

人身事故発生件数 25件 （337件）
傷　　者 36人 （426人）
死　　者 0人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,750 (-66）
男 30,090  (-35)
女 33,660  (-31)

世帯数 24,841  (-23)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 73 人
転入 148 人 転出 173 人

▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月31日現在）

▼ 12 月の異動

納期限・口座振替日は2月28日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（4 期）◦国民健康保険税（8 期）
◦後期高齢者医療保険料（8 期）◦介護保険料（8
期）◦住宅使用料（2 月）◦保育料（2 月）◦水
道料金・下水道使用料（6 期）◦農業集落排水
施設使用料（6 期）◦下水道受益者負担金（4 期）

2月に
納める
もの

【柳川雛祭りさげもんめぐり】◦期間＝
2/11㈷～ 4/3 ㈬◦問＝市観光案内所（☎
0944・74・0891）

【風浪宮大祭】◦日程＝ 2/9 ㈯～ 2/11㈷
◦問＝風浪宮（☎ 0944・87・2154）

【みやま平家の里梅まつり】◦日時＝2/10
㈰ 10:00 ～ 15:30 ◦場所＝ JA みなみ筑
後山川支所前◦問＝市商工観光課（☎
0944・64・1523）

【ＪＡ福岡大城農業まつり】◦日時＝2/16
㈯ 9:30 ～ 15:30◦場所＝道の駅おおき◦
問＝同実行委員会（☎ 0944・32・1300）

大川市

みやま市

大木町

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
　

道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、

通
常
５
年
後
の
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
占
用
期
間
が
満

了
に
な
る
前
に
更
新
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
更
新
手
続
き
の
流
れ

　

占
用
期
間
満
了
前
に
「
占
用

継
続
許
可
申
請
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
請
用

紙
に
署
名
・
押
印
の
上
、
本
庁

建
設
課
ま
た
は
各
支
所
の
建
設

課
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
４
月
初
旬
に
許
可
書
お
よ

び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

４
月
末
ま
で
に
占
用
料
を
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
送
付
さ
れ
た
許

可
書
は
、
建
築
確
認
や
土
地
売

買
の
際
に
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
５
年
後
の
更
新
ま

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

占
用
者
の
名
義
や
住
所
等
が

変
更
に
な
る
場
合
、
占
用
物
件
の

移
設
、
形
状
の
変
更
、
撤
去
等

が
発
生
す
る
場
合
は
、
別
途
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

管
轄
の
本
庁
・
各
支
所
建
設
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）
▽
上
陽

支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２

２
１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽

星
野
支
所
建
設
経
済
課（
☎
５
２・

３
１
１
４
）

　

満
20
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

に
対
し
、
学
力
検
査
を
行
わ
ず

作
文
に
て
入
学
者
選
抜
を
行
う

特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
一
部
学
校
を
除
く
）。
こ
れ
か
ら

勉
強
を
始
め
て
、
高
校
卒
業
資

格
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の

入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
志
願
資
格
＝
高
校
入
学
資
格

が
あ
る
満
20
歳
（
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
）
以
上
の
人

◦
願
書
配
付
場
所
・
試
験
会
場

＝
志
願
先
高
校

◦
願
書
受
付
期
間
＝
２
月
12
日

㈫
～
19
日
㈫
※
最
終
日
は
正
午

ま
で

◦
試
験
日
＝
３
月
６
日
㈬
・
７
日

㈭
※
作
文
に
加
え
て
面
接
を
行

う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

志
願
先
高
校
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
教
育
庁
高
校

教
育
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
９
０
４
）
ま
た
は
志
願
先
高
校

道
路
・
水
路
の
占
用
期
間

満
了
に
伴
う
更
新
手
続
き

　

平
成
28
年
12
月
22
日
に
新

潟
県
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た

大
規
模
火
災
を
踏
ま
え
て
、

平
成
30
年
３
月
28
日
に
消
防

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
火
気
を
使
用
す

る
全
て
の
飲
食
店
に
お
い
て
、

消
火
器
の
設
置
が
義
務
化
と

な
り
ま
し
た
。（
防
火
上
有
効

な
措
置
を
設
け
て
い
る
場
合

は
、
消
火
器
の
設
置
義
務
が

免
除
と
な
る
場
合
あ
り
）。

　

設
置
の
期
限
は
、
２
０
１

９
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
火
災
は
命
に

危
険
を
及
ぼ
し
大
切
な
財
産

を
失
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接

す
る
建
物
に
ま
で
燃
え
移
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
女
消
防
本
部
で
は
、
今
後
、

設
置
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
地
調

査
等
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防

本
部
予
防
課
（
☎
２
４
・
１

１
１
９
）

全ての飲食店
に消火器設置
が義務化
八女消防本部

２
月
と
８
月
は

「
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
定
時
制
高
校
入
試
特
例
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予約

無料法律相談
◦ 2 月 21日㈭ 、3 月 7 日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 2 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 2 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 2 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 2 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦2月14日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月20日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦2月1日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福
　祉会館／地域福祉センター (上陽）
◦2月5日㈫13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦2月6日㈬13:00 ～ 16:00
　／星野支所
◦2月8日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月13日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
行政相談（総務課☎23・1111）
◦2月7日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月12日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月20日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月4日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦2月5日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦2月13日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階

司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月15日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月8日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月6日㈬、20日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦2月20日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦2月27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月13日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦2月1日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦2月12日㈫10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦2月18日㈪13:30 ～ 16:30 ／八　
　女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦2月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦2月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦2月14日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦2月28日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦ 月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。

◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～
19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約 ☎0942・33・6215
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約 ☎23・1448
　黒木支所内※予約 ☎42・1800
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約 ☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約 ☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦2月19日㈫ 13:00 ～16:00 ／八女市　
　消費生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会 ☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約 ☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター ☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00～17:00 ／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所 ☎0944・72・2610

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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おたんじょうびおめでとう

はな心ちゃん、1 歳おめ
でとう。好き好きスー♡

松﨑 はな心
こ

ちゃん

Ｈ30年2月3日生（立花町）

恭ちゃんおめでとう。お姉
ちゃんと仲良く元気に育っ
てね。大好き。

忠野 恭
きょうや

弥ちゃん
Ｈ30年2月14日生（黒木町）

いろちゃん♡ 1 歳おめで
とう！ニコニコ笑顔のい
ろちゃんが大スキだよ。

近見 彩
い ろ は

羽ちゃん

Ｈ30年2月22日生（本村）

お誕生日おめでとう♡こ
れからも元気にすくすく
育ってね !!

松尾 衣
い お り

桜里ちゃん

Ｈ30年2月24日生（室岡）

みっちゃん 1 歳おめでと
う！ごはんはほどほどに
すくすく元気に！

山口 弥
み つ き

希ちゃん

Ｈ30年2月16日生（岩崎）

1 歳おめでとう♡ニコニ
コ笑顔の雪那♡元気に大
きく育ってね♡♡

下津浦 雪
ゆ き な

那ちゃん

Ｈ30年2月5日生（津江）

笑顔の可愛い百々太く
ん！生まれてきてくれて
ありがとう！

齋藤 百
も も た

々太ちゃん

Ｈ30年2月8日生（忠見）

にこにこ癒しのちぃちゃ
ん ♡ ち ぃ ら し く 大 好 き
にぃにと仲良くね。

松﨑 千
ち は る

遥ちゃん

Ｈ30年2月19日生（蒲原）

お 兄 ち ゃ ん と 仲 良 し の
友都くん♡明るく元気に
育ってね。

田中 友
ゆ う と

都ちゃん

Ｈ30年2月26日生（馬場）

喜びいっぱいの人生にな
りますように。おめでと
う。だいすきだよ。

内山 遥
は る か

賀ちゃん

Ｈ30年2月27日生（立花町）

笑顔が素敵なまさるくん。
優しく強く成長してね。

斉藤 優
まさる

ちゃん

Ｈ30年2月20日生（井延）

いつもいろちゃんの笑顔
に癒やされてるよ♡これ
から元気に育ってね♡

永石 いろはちゃん

Ｈ30年2月8日生（蒲原）

あおくん、お誕生日おめ
でとう！元気で優しい男
の子に育ってね！

氷室 葵
あおい

ちゃん

Ｈ30年2月8日生（龍ヶ原）

1 歳おめでとう！家族み
んなの癒しです♡健やか
に育ってね。

綾部 みちちゃん

Ｈ30年2月21日生（前古賀）

隆ちゃんお誕生日おめで
とう♪これからも元気いっ
ぱい大きくなってね♡

室園 隆
りゅうせい

成ちゃん

Ｈ30年2月22日生（稲富）

1 歳おめでとう♡これか
らも笑顔いっぱい大きく
育ってね。

石橋 莉
り お

央ちゃん

Ｈ30年2月13日生（馬場）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。◦申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

　
先
月
13
日
は
、
第
65
回
成
人
式
を
お
り
な
す
八
女
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
全
国
で
１
２
５
万
人
と
聞
き
ま
す
。

本
市
で
も
、
５
６
８
人
の
皆
さ
ん
が
平
成
最
後
の
、
そ
し
て
新
時

代
の
幕
開
け
と
な
る
節
目
の
年
に
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
夢
と
希
望

を
胸
に
、
ま
た
ご
家
族
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
で
、
同
じ
１
月
13
日
に
は
、
皇
后
盃
第
37
回
全
国
都
道

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
が
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
金
栗
四
三
（
八
女
市
の
隣
町
、
熊
本
県
和
水
町
出
身
）
が

主
人
公
の
「
い
だ
て
ん
」
で
好
評
で
す
が
、
こ
の
女
子
駅
伝
に
は
、

八
女
市
出
身
の
若
き
「
い
だ
て
ん
」
酒
井
美
玖
さ
ん
（
北
九
州
市

立
高
１
年
）
が
福
岡
県
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

▼
酒
井
さ
ん
は
、
上
り
下
り
の
激
し
い
５
区
（
約
４
・
１
㎞
）
で

区
間
３
位
の
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
、
チ
ー
ム
順
位
を
途
中
５

位
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
で
、
全
国
を

舞
台
に
活
躍
す
る
本
市
出
身
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
改
め
て
思
い

を
馳
せ
、
誇
ら
し
く
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
少
子
高
齢
化
の
時

代
で
す
が
、
若
い
世
代
の
力
は
本
市
に

と
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
若

い
人
た
ち
が｢

新
し
い
時
代
の
主
役
」

と
な
っ
て
、「
ふ
る
さ
と
八
女
」
を
愛
し
、

八
女
市
の
輝
く
未
来
に
向
け
て
ま
す

ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。
※
い
だ
て
ん
＝
足
の
速
い
人

若人たちの
活躍と輝く
未来に期待

市長コラム

１歳の誕生日おめでとう
♡毎日可愛い笑顔で癒や
してくれてありがとう♡

内藤 鈴
すず

ちゃん

Ｈ30年2月28日生（蒲原）

52

お誕生日おめでとう！お
姉 ち ゃ ん と 仲 良 く 元 気
いっぱいに育ってね♡

木佐木 微
み よ

予ちゃん

Ｈ30年2月26日生（蒲原）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
第
30
回
記
念
夢
た
ち
ば
な
観

梅
会「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」

で
使
用
す
る
竹
あ
か
り
の
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
制
作

し
た
様
々
な
竹
あ
か
り
を
、
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
、

家
族
や
職
場
に
迷
惑
を
か
け
、

数
日
間
休
み
ま
し
た
。
警
報
が

出
る
ほ
ど
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ま
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
校
正
に
必
需
品
な
の
が
赤
ペ

ン
と
蛍
光
ペ
ン
。特
に
赤
ペ
ン
は

細
く
書
き
心
地
良
い
ペ
ン
を
求

め
、文
具
売
り
場
を
覗
い
て
い
ま

す
。進
化
続
け
る
日
本
製
の
ペ
ン

で
校
正
も
ば
っ
ち
り
と
い
け
ば

い
い
の
で
す
が･･･

（
Ｋ
・
Ｓ
）




